
壮

風
病
連
夜
発
り
為
ん
方
な
し
、
価
ち
沐
浴
す
。
」

「
同
十
月
廿
九
日
、

み

巳
時
ば
か
り
忽
ち
振
ひ
出
づ
。
又
小
温
気
あ
り
汗
出
で
、
即
ち
又
遁
寒
此

く
の
如
し
、
度
を
寒
温
ｃ
」

「
同
十
一
月
一
日
、お
こ

せ

今
日
昨
日
殊
に
発
ら
ず
、
只
咳
病
猶
以
て
術
無
き
の
上
、
心
神
窮
屈
為
ん

方
な
し
」

こ
の
他
、
「
明
月
記
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
多
く
の
瘡
疾
の
症
例
に
つ
い

て
考
察
を
加
え
て
報
告
し
た
。

心
中
殊
に
違
乱
、

「
同
十
月
二
日
、

頭
病
承
手
足
痛
む
、
温
気
あ
る
を
以
て
な
り
、
但
し
身
殊
に
温
か
ら
ず
、

中
殊
に
違
乱
、
午
後
腹
苦
痛
、
終
日
不
食
、
無
力
又
殊
に
甚
だ
し
。
」

ハ
イ
ス
テ
ル
の
「
外
科
学
」
Ｐ
画
胃
ｇ
吻
国
の
宮
⑦
園
○
巨
冒
喧
印
迄
弓
馬
の

蘭
訳
本
国
の
⑦
冒
冒
島
鴨
Ｏ
ａ
３
ご
鳥
目
〕
局
と
は
、
杉
田
玄
白
が
「
ヘ

イ
ス
テ
ル
の
シ
ュ
ル
ゼ
イ
ン
」
と
称
し
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
こ
の
本
に

は
、
興
味
あ
る
扉
絵
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
オ
ー
フ
ン
ダ
語
の
解
説
文
が
つ
い
て

い
る
。
し
か
し
現
在
ま
で
わ
が
国
で
は
、
こ
の
解
説
文
を
翻
訳
ま
た
は
解
説

し
た
人
は
ひ
と
り
も
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
演
者
は
こ
の
扉
絵
の
ほ
ぼ
中
央

に
、
医
学
の
象
徴
「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
印

象
を
受
け
、
解
説
文
の
翻
訳
を
試
承
た
（
扉
絵
は
原
著
に
掲
載
す
る
予
定
に

つ
き
、
こ
こ
に
は
省
略
し
た
）
。

「
扉
絵
の
解
説
」
の
概
略

扉
絵
の
ほ
ぼ
中
央
に
描
か
れ
て
い
る
有
鬚
の
人
物
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
ア

ポ
ロ
ン
神
で
、
彼
の
頭
は
月
桂
冠
で
飾
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
右
手
に
は
、

「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
が
握
ら
れ
、
こ
の
杖
は
ア
ポ
ロ
ン
の
息
子
、
医

神
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
自
身
を
表
現
し
て
い
る
。
絵
の
上
部
の
楕
円
形
の
額
に

は
、
本
書
の
著
者
ハ
イ
ス
テ
ル
の
肖
像
が
描
か
れ
、
下
部
の
額
に
は
、
翻
訳

者
ユ
ル
ホ
ー
ル
ン
（
国
９
９
時
目
言
。
旨
）
の
肖
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
解

説
に
よ
れ
ば
、
ハ
イ
ス
テ
ル
は
こ
の
絵
で
は
、
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
息
子
マ

カ
オ
ソ
と
し
て
、
ユ
ル
ホ
ー
ル
ン
は
同
じ
く
ポ
ダ
レ
イ
リ
オ
ス
と
し
て
、
こ

こ
に
登
場
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ハ
イ
ス
テ
ル
と
ユ
ル
ホ
ー
ル
ン
は
、

と
も
に
軍
医
で
あ
り
、
マ
カ
オ
ソ
と
ポ
ダ
レ
イ
リ
オ
ス
も
、
ト
ロ
イ
ァ
戦
争

ハ
イ
ス
テ
ル
外
科
書
蘭
訳
本
の
扉
絵古

川

明
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に
従
軍
し
た
ギ
リ
シ
ャ
軍
の
軍
医
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
肖
像
が
代
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

扉
絵
の
上
部
右
側
に
は
、
月
桂
冠
で
頭
を
飾
っ
た
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
娘

ヒ
ギ
エ
イ
ア
が
描
か
れ
、
左
側
に
は
、
ヒ
ギ
エ
イ
ァ
の
妹
パ
ナ
ヶ
イ
ァ
が
ハ

イ
ス
テ
ル
の
額
を
支
え
て
い
る
。
解
説
に
は
、
ヒ
ギ
エ
イ
ァ
と
パ
ナ
ヶ
イ
ァ

の
名
は
な
い
が
、
そ
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
。
絵
の
左
下
の
こ
ど
も
は
「
愛
」

を
表
現
し
、
そ
の
右
手
に
は
病
人
を
ち
っ
と
も
悩
ま
し
た
こ
と
の
な
い
外
科

器
械
を
握
っ
て
い
る
。
左
手
に
は
蛇
が
巻
き
つ
い
た
鏡
付
き
の
杖
を
持
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
式
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
で
あ
る
。
絵
の
最
上

部
で
は
、
天
使
が
笛
の
音
を
天
高
ら
か
に
ひ
び
か
せ
、
ア
ポ
ロ
ン
一
家
の
繁

栄
を
い
つ
ま
で
も
、
ひ
ろ
く
世
界
に
称
え
て
い
る
。

己
因
Ｑ
員
島
司
弔
常
津
員
浄
の
昌
号
配
富
津
昌
斡
園
③
馬
ぐ
①
鼻
８
国
①
自

国
計
門
口
Ｏ
９
ｇ
①
目
鼻
①
ご
宍
○
口
津
グ
ミ
月
く
い
昌
冒
四
回
門
§
ず
冨
脚
○
○
国
旬
ョ
．

国
○
○
唾
８
３
閏
国
目
閏
閃
詞
．
巴
晩
置
冒
言
言
与
ご
旦
胃
註
閏
巨
旦

、

国
自
浄
犀
３
口
Ｑ
９
ｏ
ｄ
侶
国
○
○
尻
ｚ
・
月
。
胃
ｏ
ｏ
ｐ
、
。
尽
忌
ミ
的
①
ご
秒
２
国
具

、

ロ
ｇ
暑
］
彦
冒
○
瓦
堕
冒
印
冒
い
ぎ
○
○
門
．
の
①
昌
旨
ご
鴨
昌
制
①
雷
ぐ
Ｐ
口
茜
凹
円
⑦
Ｐ

己
①
国
の
①
房
○
ご
津
○
①
虫
ｇ
：
び
く
旨
画
く
○
凰
庁
鴨
司
浄
ぽ
秒
胃
①
Ｐ

、

国
昌
Ｑ
○
○
局
Ｎ
〕
昌
】
の
ぐ
①
吋
唖
①
旨
闘
く
目
○
○
吋
Ｑ
①
①
］
迺
顕
①
①
津
①
目
ぐ
ご
号
嘩

凶
巳
Ｐ
Ｎ
①
冨
島
①
浄
写
○
○
口
⑦
民
○
自
浄
館
③
毒
。
こ
ず
８
津
５
句
顕
９
曼
旦

巳
①
瞳
亀
景
命
①
邑
尻
旨
烏
苛
苛
○
匡
邑
冒
巳
①
①
①
国
の
ず
ゅ
己
９
ヶ
島
○
○
月
旦

ぐ
国
閃
展
Ｆ
シ
シ
閃
胃
ｚ
ｏ

ぐ
国
ｚ
Ｕ
因

目
閂
弓
国
Ｆ
弓
閃
国
ｚ
弓
．

ぐ
の
量
脚
昌
畠
ぐ
四
国
号
弓
胃
言
吋
①
貝
「
扉
絵
の
解
説
」
の
翻
訳
。

オ
ラ
ン
ダ
文
の
解
説
は
詩
の
形
式
と
な
っ
て
い
る
が
、
次
の
通
り
散
文
と

し
て
意
訳
し
た
。

こ
こ
に
は
医
学
の
神
（
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
）
と
医
学
そ
の
も
の
が
、
ハ
イ
ス

テ
ル
教
授
を
有
名
な
マ
カ
オ
ン
と
し
て
、
ま
た
有
能
な
ユ
ル
ホ
ー
ル
ン
を
ま

さ
し
く
ポ
ダ
レ
イ
リ
オ
ス
と
し
て
、
彼
（
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
）
の
本
当
の
息

子
二
人
の
肖
像
で
示
さ
れ
て
い
る
。
彼
（
ポ
ダ
レ
イ
リ
オ
ス
）
は
先
人
今
カ

オ
ン
）
を
追
っ
て
、
長
い
年
月
の
問
（
ユ
ル
ホ
ー
ル
ン
の
よ
う
に
）
軍
隊
で

国
禺
ご
昌
扁
毒
母
斗
言
狩
）
竪
胃
ご
ｏ
ｇ
舜
写
匹
円
昏
命
①
津
ぐ
９
号
○
○
蔚
員

、

閉
口
昏
億
里
２
，
２
国
自
侭
胃
く
胃
烏
要
具
国
富
且
．

Ｎ
ぐ
庁
⑦
門
⑦
Ｐ
Ｑ
呉
旦
①
①
凡
〆
○
口
津
尉
【
巨
○
国
辱
穴
ぐ
○
○
吋
ぷ
く
の
島
国
口
旦
．

、

、

国
昌
Ｑ
貫
く
○
○
局
凶
ｏ
ぽ
骨
狩
医
⑦
ぼ
ぽ
四
四
吋
巴
８
○
ｍ
旨
５
２
ぴ
①
津
苛
扁
目
．

ロ
の
葛
⑦
鳥
目
四
目
胃
丘
乏
Ｏ
ａ
Ｑ
ｏ
ｏ
門
旦
⑦
口
ぐ
ぐ
図
面
津
⑦
巴
庁
再
９
２
２
．

、

己
の
浄
胃
圏
目
角
局
⑦
辱
く
①
号
の
緬
匡
》
の
目
§
。
『
烏
目
許
急
①
ご
時
昌
９

口
①
乏
四
弄
可
号
①
匙
．
昌
興
ず
い
国
ぬ
ぐ
○
○
句
口
○
○
ユ
ユ
○
○
い
照
守
宮
①
①
自
署
．

、

笹
、
具
》
ず
巴
○
○
目
の
ロ
Ｑ
①
Ｑ
①
Ｑ
四
四
Ｑ
の
昌
圃
ぐ
目
⑦
Ｈ
Ｎ
ｏ
ｏ
目
の
目

、

国
口
置
８
目
⑦
司
国
○
○
口
の
Ｐ
百
○
貝
昌
彦
匡
口
目
）
言
○
匡
冒
２
Ｐ
ｍ
屋
君
〉
局
昌

穴
門
○
○
口
の
目
の

シ
房
騨
ｏ
昏
言
目
且
〕
ケ
①
口
旦
①
ざ
『
く
い
昌
国
曾
昌
】
彦
屋
昌
目
ゞ
ぐ
釣
旦
閂
雰
画
胃
Ｑ
◆

弓
国
芝
己
Ｑ
①
浄
彦
農
の
蜀
騨
閏
昌
彦
巨
昌
司
○
①
日
ず
い
Ｎ
巨
冒
旦
旨
冒
照
島
少
胃
巳
・

亀

Ｆ
・
宅
診
Ｆ
ロ
ロ
ン
ｚ
口
、
．

（
Ｆ
画
匡
吋
①
口
吻
国
①
冒
角
〕
里
の
昌
号
時
己
喜
○
○
『
胃
国
⑦
堅
冒
旨
呂
鴨
○
目
の
ジ
ミ
昌
鳴
昌

片
。
）
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こ
の
蘭
訳
本
は
大
槻
玄
沢
の
「
瘍
医
新
書
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
」
と

し
て
翻
訳
さ
れ
た
が
、
扉
絵
は
省
略
し
て
あ
る
。
ま
た
越
邑
徳
基
の
「
瘍
科

精
選
図
解
、
文
政
三
年
（
一
八
二
○
）
」
に
、
牧
墨
遷
の
銅
版
画
で
、
こ
の
扉

絵
が
紹
介
さ
れ
た
が
、
解
説
は
な
い
。
江
戸
時
代
の
蘭
学
者
に
は
、
こ
の
扉

絵
の
解
説
、
翻
訳
は
不
可
能
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
明
治
以
降
も
今
日
ま

で
、
翻
訳
も
解
説
も
し
た
人
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
扉
絵
の
解
説
の
作
詩
者
パ
ル
ダ
ー
ヌ
ス
は
本
名
プ
ル
ー
ク
属
目
冨
再
，

冒
唖
ぐ
口
旨
烏
邑
園
詞
○
国
〆
で
、
十
八
世
紀
初
期
の
オ
ラ
ン
ダ
の
詩
人
で
あ

る
。
絵
の
制
作
者
ド
ュ
・
ブ
ー
ル
浄
。
昌
圃
耳
月
旨
い
□
ご
国
○
己
陶
ｏ
は
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
生
ま
れ
の
フ
ラ
ン
ス
系
オ
ラ
ン
ダ
人
で
、
宗
教
画
家
と
し
て

名
高
い
。
彫
版
者
タ
ン
｜
王
国
①
§
弓
シ
屋
冒
は
歴
史
肖
像
画
彫
版
を
得

医
術
を
実
践
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
は
そ
の
勤
勉
、
判
断
、
思

考
、
努
力
に
よ
っ
て
、
立
派
な
技
術
に
専
心
し
て
き
た
。

愛
を
表
現
す
る
こ
ど
も
は
、
片
手
に
病
人
を
ち
っ
と
も
悩
ま
し
た
こ
と
の

な
い
便
利
な
器
械
を
握
り
、
左
手
に
は
、
鏡
と
蛇
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
こ
の
技
術
の
理
解
の
む
ず
か
し
い
こ
と
と
、
慎
重
さ
が
常
に
必
要
な
こ
と

を
教
え
て
い
る
。
彼
ら
の
活
躍
は
動
物
た
ち
の
勤
勉
、
す
な
わ
ち
蜂
の
器
用

さ
や
不
必
要
な
さ
け
び
を
恐
れ
な
い
誇
り
高
い
ラ
イ
オ
ン
の
活
発
さ
で
示
さ

れ
る
。ア
ポ
ロ
ン
は
彼
の
息
子
と
孫
の
偉
業
に
報
い
ら
れ
、
彼
ら
の
頭
を
月
桂
冠

で
飾
っ
た
。
彼
（
ア
ポ
ロ
ン
）
の
賛
美
と
彼
ら
の
父
（
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
）

の
評
価
に
対
し
、
彼
ら
に
敬
意
が
払
わ
れ
、
同
時
に
そ
の
輝
か
し
い
名
声

は
、
彼
ら
の
栄
光
を
い
つ
ま
で
も
、
世
界
中
に
鳴
り
知
ら
せ
続
け
て
い
る
。

意
と
し
た
。

な
お
こ
の
扉
絵
で
、
医
学
の
紋
章
「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
が
、
は
じ

め
て
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
ら
し
い
が
、
こ
の
紋
章
の
意
義
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話

の
普
及
す
る
ま
で
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
明
治
四
十
二
年
創
刊
の

「
刀
圭
新
報
」
の
表
紙
に
、
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
と
そ
の
杖
が
描
か
れ
て
い
る

の
で
、
当
時
は
理
解
で
き
た
と
思
う
。
そ
の
表
紙
の
絵
は
ス
イ
ス
の
医
史
学

者
ル
ク
レ
ル
ク
ロ
画
邑
匡
Ｆ
ｏ
Ｑ
９
ｏ
の
「
医
学
の
歴
史
」
扉
絵
を
採
用
し

た
も
の
で
あ
る
。
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